
1．はじめに 

本州を横断する糸魚川-静岡構造線のうち、

長野県北安曇野郡白馬村から山梨県南アルプ

ス市までの約 150kmの区間では、第四紀後期

の活動が知られており、糸魚川-静岡構造線活

断層系と呼ばれている（活断層研究会，

1991；下川ほか 1994 など）。糸魚川-静岡構

造線断層系は東傾斜逆断層の北部、左横ずれ

断層の中部、西傾斜逆断層の南部に区分され

る。 

本研究地域である塩尻市東部、高ボッチ山

塊から塩尻峠にかけての地域は糸魚川-静岡

構造線活断層系の中部区間に位置し、岡谷断

層（岡谷断層発掘調査グループ，1984）と牛

伏寺断層（小林，1967）の間にあたる。また、

近隣地域には、みどり湖断層（信州大学地質

学教室，1985）や崖の湯断層（高畑・大塚，

2011）、荷直し峠断層（諏訪の自然史地質編編

集委員会，1975）が知られているが、この地

域の地質詳細は未だ明らかでない。 
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図 3 大沢川流域の崩壊地と扇状地および谷梅埋積物 
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図 2 大沢川流域の崩壊地と扇状地 
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いる腹にある四沢ダム工事の際に観察されて    
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みどり湖断層は北東-南西走向を有する東

落ち正断層である。その露頭は高ボッチ山中

いる腹にある四沢ダム工事の際に観察されて

いる（塩尻市史編纂委員会，1991）。崖の湯

断層は高畑・大塚（2011）において、牛伏寺

断層と変位を与えあう断層で、その運動像は

右横ずれ成分を伴う東落ち逆断層であること

が指摘されている。荷直し峠断層は東山の北

に位置する東-西走向の断層である。本研究で

は現段階までに明らかになった地質の状況を

報告するとともに、断層が地域環境へ与えた

影響について議論する。 

 

2．研究地域の地形とリニアメント 

高ボッチ山の山頂付近では高ボッチ高原と

呼ばれる平坦面が形成されている。その平坦

部から標高 1000m 付近にかけては急斜面が

形成されているが、標高 1000m 以下の西~南

麓部では非常に緩やかな斜面となる。 

研究地域の地形の詳細と断層のトレースを

推定するために空中写真の立体視により、リ

ニアメント抽出を行った。 

その結果、高ボッチ山西部に崩壊地地形が

読み取れることができた。その下流部には顕

著な扇状地地形が発達している（図 2、図 3）。

また、この地域には L1 に代表される北西-南

東、L2 に代表される北東-南西、L3 に代表さ

れる東-西方向のリニアメントが見出された

(図 4)。 

この地域では、L1 を含む北東-南西方向のリ

ニアメントが顕著である。L1 は四沢川に沿

うように認められるリニアメントで、谷を北

東-南西方向から東-西方向へ屈曲させている。

L1 の南東方向への延長は、山麓と平坦部の地

形の境界まで追跡され、また、L1 とほぼ平行

なリニアメントに沿う右横ずれの運動センス

と明瞭な北西側が上昇する地形的特徴が認め

られる。これらと同方向の複数のリニアメン

トはみどり湖断層と同系統の断層の存在を示

唆するものと考えられる。 

L2 は明瞭な地形変換線であり、鞍部地形を

作る。同方向のリニアメントでは沢の屈曲も

認められる。これらのリニアメントは糸魚川-

静岡構造線活断層系の運動によって形成され

たリニアメントと考えられるが、本研究地域

では優勢とは言えない。 

L3 は四沢川上流と検使ヶ沢にそって明瞭

に認められるリニアメントで、深い谷地形を

形成している。同様のリニアメントは高ボッ

チ山塊中腹部に集中して認められる。 

高ボッチ山塊西麓、長野県畜産試験所の北

を西に流下する大沢川上流では、空中写真を

用いた地形判読から幅約 750m、0.75km2 規

模の明瞭な滑落崖を示す崩壊地形が認められ

た。また、下流部、南熊井地区では扇状地地

形が認められる。見出された崩壊地は北西-南

東方向のリニアメントと北東-南西方向のリ

ニアメントとが交差する部分にあたる。ここ

では北東-南西方向のリニアメントが連続的

であるのに対し、北西-南東方向のリニアメン

トはそれほど顕著でない。 

 

3．地質 

高ボッチ山塊の地質は堆積岩類とそれに貫

入する火成岩類、山塊の中腹から山麓部にか

けては塩嶺火山岩類と礫層からなる第四系が

分布する（図 5）。 

フォッサマグナ地域に堆積物した新第三系

高ボッチ累層（永田・両角，1975）は、諏訪

湖南方に分布する守屋層の上部、および松本

盆地東部に分布する内村層の下部に相当する。

研究地域においては主に砂岩、泥岩からなり、

A 
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高ボッチ牧場周辺に典型的に露出する。また、

それらの堆積岩に貫入する火成岩類は斑岩で

あり、林道東山線沿いで幅 200m ほどの岩体

をなす。多くの場合、断層による破砕とそれ

に伴う変質の結果粘土化し、白色または淡褐

色を呈す。 

第四系の塩嶺火山岩類は高ボッチ山塊東中

腹に分布する。凝灰角礫岩と安山岩を主体と

するが、安山岩の分布域は四沢川下流や、調

査地域の東に隣接する東山以東に限られる。
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図 6 大沢川のルートマップ 
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図 7 礫層Ⅱ 

左上図 礫層Ⅱの角礫層。 

右上図 径 30cm、長さ 1m 以上の樹幹化石を含む。

図 5の P1地点。 

左下図 礫層Ⅱのシルト層。図 5の P2地点。 
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凝灰角礫岩は風化が進んで褐色や灰色を呈す

るものが多い。礫種はしそ輝石普通輝石安山

岩が多いが、泥岩、砂岩などの堆積岩の礫も

含む。第四紀の礫層には、強風化礫を多く含

み広い範囲に分布する礫層Ⅰと、谷底などの

局所的に分布する礫層Ⅱが見出される。 

 

4．地質 

大沢川には斑岩、礫層Ⅰおよび礫層Ⅱが分

布する（図 6）。斑岩は大沢川上流に露出し、

そのほとんどが強変質しており、白色あるい

は褐色の粘土となっている。この粘土状の変

質物は大沢川中流まで断続的に沢底に見られ

る。 

礫層Ⅰは大沢川の下流に露出し、礫層Ⅱに

比べ強風化の礫からなり、梨ノ木礫層に対比

される可能性が高い。礫層Ⅱに不整合で覆わ

れている。 

礫層Ⅱは大沢川中流に分布し、不淘汰で新

鮮な角礫を含み、基質は細粒砂やシルトで礫

層Ⅰより軟質である。大沢川に露出する礫層

Ⅱは、礫を主体とする地層とシルトを伴い堆

積構造が明瞭な細粒物質からなる。礫を主体

とする地層は、比較的新鮮な花崗閃緑岩・泥

岩・安山岩などの不淘汰な角礫を含み、礫支

持である。級化構造やラミナは見られない。

大沢川の標高 870m 地点では、径 30cm、長

さ 1m を越える樹幹化石が含まれる（図 7）。

樹幹の周りには褐鉄鉱が沈着している。樹幹

の年代は炭素同位体による放射年代の測定限

界以上、5 万年以上と考えられる。 

一方、礫層Ⅱのうち、細粒物質からなる部

分は、主として細礫・砂・シルトによって構

成される。 

 

5．大沢川流域の断層 

 大沢川流域の断層には、F1 を代表とする北

東-南西走向の断層、F2 を代表とする北西-南

図 8 F1 断層 
断層は北東‐南西走向で、この観察面では右横ずれ

変位を示す（矢印）。 

礫層Ⅱ 

N40°E，40°S 

斑岩起源の断層粘土 

R面 

図 9 F2 断層 
礫層Ⅱ中の断層破砕帯。複合面構造が発達してお

り、左横ずれ変位を示す（矢印）。 
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東走向の断層、さらに断層面が極めて低角な

断層が見出された。 

F1 は N40°E，40°S の姿勢を示し、斑岩

と礫層Ⅱがこの断層を介して接する（図 8）。

斑岩の角礫を含む厚さ 1ｍ以上の灰白色粘土

を伴う。F1 は、礫層Ⅱと北西-南東走向の小

断層に変位を与えている。礫層Ⅱへのひきず

りから右横ずれ変位を持つ。 

F2 は N34°W，40°SE の姿勢を示す礫層

Ⅱ中の断層である（図 9）。幅 1m以上の断層

角礫と断層ガウジを伴う。その姿勢とリニア

メント上に存在する露頭であることから、糸

魚川-静岡構造線活断層系を構成する断層の 1

つであると考えられる。 

 極めて低角な断層面を有する断層について

は現在検討中である。 

 

6．考察 

 本研究地域は糸魚川-静岡構造線活断層系

とみどり湖断層との交差部に位置する。左横

ずれ変位を示す糸魚川-静岡構造線活断層系

に対して、地形判読結果からみどり湖断層は

右横ずれ変位を示す。中部地方の関連断層の

状況からみて、両者は共役関係であると考え

られ、両者の活動によって、この地域には大

規模な破砕帯が形成されている可能性がある。 

大沢川流域を含む高ボッチ山塊西部には、

空中写真から判読されるように、崩壊を示す

地形が存在する。現在でも崩壊は発生してお

り、2013 年 8 月の豪雨時には大沢川の、崩壊

地地形の頂点付近において小規模ながら土砂

崩れが発生した。 

 大沢川には沢の流路とほぼ同じ北東-南西

走向を持つ断層 F1 が存在する。沢底には斑

岩起源の白色の断層粘土が連続的に見出され、

大沢川は断層に沿って浸食されることによっ

て形成された沢であると考えられる。 

また、大沢川の沢底には礫層Ⅱが分布する。

角礫を主体とする部分には樹幹化石が含まれ

ることもある。このような特徴は、この礫層

が土石流によって堆積したものであることを

示している。樹幹の放射性炭素同位体年代か

ら、土石流は少なくとも 5 万年前以前には発

生していた。 

一方、礫層Ⅱには、シルト層および細粒砂

層が存在する。それらは比較的静穏な環境で

堆積したものであると考えられ、崩壊に伴う

土石流などにより堰き止め湖などが形成され

ていた可能性がある。大沢川下流の長野県畜

産試験場を含めた南熊井地区には、明瞭な扇

状地が形成されている。このような規模の扇

状地は付近には存在せず、この扇状地は大沢

川上流の崩壊の結果形成されたものであろう。

扇状地上の長野県畜産試験場付近には、縄文

中期の「山の神遺跡」（塩尻市教育委員会，

1988）が存在し、縄文中期以来、安定してい

た可能性が高い。 

大沢川上流は、糸魚川-静岡構造線活断層系

を構成する断層と、共役関係にあると考えら

れるみどり湖断層が交差する部分にあたる。

このため、この部分で生じた岩石の破砕とそ

れに伴う変質の結果、軟弱な地質環境が形成

された。その部分では、現在の地形から読み

とれるような大規模な崩壊が生じた。そのと

き発生した土石流は、下流部に顕著な扇状地

を形成した。本研究により明らかにされた地

質環境からみて、この先も大規模な崩壊が発

生する可能性が高い。 

 

7．まとめ 

・高ボッチ山塊は糸魚川-静岡構造線活断層 

系とみどり湖断層の交差部に位置する。 
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・糸魚川-静岡構造線活断層系は左横ずれ変位

を示し、みどり湖断層は右横ずれ変位を示

す。 

・2 つの断層の交差部で大規模な破砕領域が 

生じそれに伴って崩壊が発生した。 
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図 3 地質図 

黒枠内は図 4ルートマップの作製位置を示す。 
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